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目的　日本人高齢者の孤食と食行動およびBody Mass Indexとの関連を世帯状況ごとに検討するこ
とを目的とした。

方法　JAGES（日本老年学的評価研究）のデータのうち，食事状況の質問項目が含まれ，かつ除
外基準に該当しない65歳以上の男性38,690人および女性43,674人を対象とした。食事状況，世
帯状況，身長・体重等を自記式質問票で調査した。世帯状況は同居または独居，食事状況はひ
とりで食事をしている（孤食）または他者と食事をしている（共食）の 2区分とした。ポアソ
ン回帰分析を用い，食行動（欠食，野菜・果物の低摂取頻度）とBody Mass Index（BMI：肥
満，過体重，低体重）について年齢，教育歴，等価所得，疾病の有無，残存歯数を調整した
Adjusted-Prevalence Ratio（APR）および95％信頼区間を算出した。

結果　同居群では男性5.1％，女性7.9％が孤食であったのに対し，独居群では男性87.9％，女性
81.7％が孤食であった。世帯状況で層化して解析した結果，孤食が食行動に与える影響は独居
群よりも同居群において大きい傾向が認められた。世帯と食事状況で 4群に分けて解析した結
果，同居かつ共食群と比較すると，男性では独居かつ孤食群でのみ肥満（BMI＞―30.0㎏／（ｍ）

2

以上）が有意に多いのに対し，女性では同居かつ孤食群で有意に多かった。一方，同居かつ共
食群と比べると，男性のみ世帯に関わらず孤食と低体重（BMI＜18.5㎏／（m）2）との有意な
関連が認められた。

結論　男性では独居で孤食であること，女性では同居で孤食であることが不適切な食行動（欠食，
野菜・果物の低摂取頻度），肥満，低体重のリスクが高い可能性が示唆された。高齢化に伴う
世帯状況の変化に介入することは困難であるが，家族や友人，近隣の人をまきこんで共食を進
めることが高齢者の食行動や体重管理に効果的かもしれない。

キーワード　孤食，欠食，野菜・果物摂取，肥満，低体重

Ⅰ　緒　　　言

　高齢化は世界規模で進行しており，日本では
人口の32％を60歳以上が占め，その比率は世界
的にみても最も高い1）。先行研究では，社会的
なつながりと対人関係が高齢者の身体的・精神
的な健康や死亡率の低下に重要な役割を果たす

ことが示唆されている2）-5）。しかしながら，こ
の数十年で世帯構成が変化し，家族間の関係性
が希薄なものとなりつつある。日本では1980年
時点で男性の4.3％，女性の11.2％が独居で
あったが，2010年にはその割合は男性11.1％，
女性20.3％に増加し，2013年には高齢者がいる
世帯の中で夫婦のみの世帯と次いで独居世帯が
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最も多い世帯類型となっている6）。
　食事は日常的な活動であり，他者とともに食
事をするということは，単なる栄養補給に留ま
らない身体的・精神的な健康を保つ上で重要な
要素である7）8）。小児や青年期を対象とした「食
事をともにすること（shared meals）」を研究
した多くの結果が，栄養学的見地における健康
問題，つまり肥満，不健康な食行動，摂食障害
などに対して一緒に食事をとることが保護的な
役割を担っている可能性を示唆している7）9）。
しかしながら，高齢者における孤食が及ぼす健
康影響を評価した研究は少ない。独居高齢者で
は，不健康な食行動（たとえば野菜や果物の摂
取量の低下）などが危惧され10），その危険因子
の解明と対策の手がかりを得ることの意義は大
きい。
　そこで，大規模疫学調査を用いて日本の高齢
者の孤食と食行動およびBody Mass Index 
（BMI）との関連について検討することを目的
とした。また，誰と食事をするかは世帯状況に
よって大きく影響を受けることが考えられるた
め，世帯の違いを考慮して検討を行った。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　2010年から2011年にかけて要介護認定を受け
ていない地域在住の65歳以上の高齢者を対象と
して実施されたJAGES（日本老年学的評価研
究）のデータのうち，食事状況の質問項目が含
まれていた11都道府県28市町村のデータを用い
た。対象地域のうち，15の大きな自治体では無
作為抽出調査，13の小さな自治体では全数調査
を行った。自記式質問票を郵送した160,382人
のうち106,460人（66.4％）から回答が得られ
た。除外基準は，性別や年齢，食事状況，世帯
状況，身長，体重，食行動，疾患の有無に関連
する質問の回答が欠損の人，介助なしに歩行・
入浴・排泄ができない人11）とした。分析対象者
は82,364人（男性38,690人，女性43,674人）で
ある。

（ 2）　食行動とBMIの測定方法
　食行動については，食事頻度と野菜・果物の
摂取頻度を用いた。 1日の食事頻度は「 1日何
回食事をしていますか」という質問に対し，選
択肢「 1 回」「 2 回」「 3 回」「 4 回以上」のう
ち， 2回以下を欠食と定義した。野菜・果物の
摂取頻度は「ここ 1カ月の間に，あなたは，野
菜や果物をどのくらいの頻度で食べています
か」という質問に対し，選択肢「食べなかっ
た」「週 1回未満」「週 1回」「週 2～ 3回」「週
4～ 6回」「毎日 1回」「毎日 2回以上」のうち
毎日 1回未満を野菜・果物の低摂取頻度と定義
した。
　BMIについては自記式質問票より得られた身
長，体重を用いた。BMIの標準区分を用いて対
象者を肥満（BMI＞－30.0㎏／（ｍ）

2），過体重
（BMI＝25.0－29.9㎏／（ｍ）2），標準（BMI＝
18.5－24.9㎏／（ｍ）2），低体重（BMI＜18.5kg
／（ｍ）2）に区分した。

（ 3）　食事状況と世帯状況の測定方法
　食事状況は「食事は誰とすることが多いです
か」という質問に対し，選択肢は「ひとり」
「配偶者」「子ども」「孫」「友人」「その他」を
用いた（複数回答可）。「ひとり」のみを選択し
た人を「孤食」群とし，それ以外の対象者を
「共食」群とした。世帯状況については独居か
同居かで 2区分に分類した。世帯と食事状況の
組み合わせについては「同居かつ共食」「独居
かつ共食」「同居かつ孤食」「独居かつ孤食」の
4区分に分類した。

（ 4）　共変量
　教育歴は 4区分（ 9年以下，10～12年，13年
以上，その他および欠損）を用いた。等価所得
は年間の世帯収入と世帯人数から算出し 4区分
（200万円未満，200～399万円，400万円以上，
欠損）を用いた。疾病は，がん，心臓病，脳卒
中，高血圧，糖尿病，高脂血症，骨粗鬆症，消
化器疾患，嚥下障害について現在治療を受けて
いるかどうかについて該当するか否かの 2区分
を用いた。残存歯数は20本以上，19本以下，欠
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損の 3区分を用いた。

（ 5）　分析方法
　ポアソン回帰分析
を用い，食行動およ
びBMIとの関連につ
いて，年齢，教育歴，
等価所得，疾病の有
無，残存歯数を調整
したAdjusted-Prev-
alence Ratio：有病
割合比（以下，APR）
および95％信頼区間
（以下，95％CI）を
算出した。BMIにお
いては，標準体重区
分（BMI＝18.5－24.9
㎏／（ｍ）2）を参照
区分とした。すべて
の分析はStatistical 
Analysis Systems 
software version 9.4
（SAS Institute Inc., 
Cary, NC, USA）を
用いて行った。

（ 6）　倫理的配慮
　JAGESは日本福
祉大学における倫理
委員会で承認を得て
実 施 さ れ（No.10-
05），データの使用
にあたっては東京大
学医学部の倫理委員
会の承認を得ている
（No.10555）。

Ⅲ　結　　　果

　孤食の割合を解析
した結果，同居群で
は男性5.1％，女性

表 1　対象者の基本属性
男性（ｎ＝38,690） 女性（ｎ＝43,674）

同居 独居 同居 独居

Ｎ ％ Ｎ ％ Ｎ ％ Ｎ ％

年齢
　65～69歳 11 344 31.5 795 29.8 11 574 31.8 1 401 19.1
　70～74 10 683 29.7 697 26.1 10 895 30.0 2 048 28.0
　75～79 7 919 22.0 591 22.2 7 656 21.1 2 000 27.3
　80歳以上 6 077 16.9 584 21.9 6 225 17.1 1 875 25.6
食事状況
　共食 34 186 94.9 323 12.1 33 482 92.1 1 339 18.3
　孤食 1 837 5.1 2 344 87.9 2 868 7.9 5 985 81.7
Body Mass Index（㎏／（ｍ）2）
　肥満（＞―30.0） 629 1.8 59 2.2 1 012 2.8 205 2.8
　過体重（25.0－29.9） 7 371 20.5 590 22.1 6 871 18.9 1 242 17.0
　標準（18.5－24.9） 26 095 72.4 1 834 68.8 25 372 69.8 5 144 70.2
　低体重（＜18.5） 1 928 5.4 184 6.9 3 095 8.5 733 10.0
1 日の食事回数
　 3回以上 34 557 95.9 2 160 81.0 35 348 97.2 6 900 94.2
　 2回以下（欠食） 1 466 4.1 507 19.0 1 002 2.8 424 5.8
野菜・果物の摂取頻度
　 1回／日以上 27 599 76.6 1 581 59.3 30 903 85.0 6 117 83.5
　 1回／日未満（低摂取頻度） 8 424 23.4 1 086 40.7 5 447 15.0 1 207 16.5
教育歴
　 9年以下 14 884 41.3 1 217 45.6 17 451 48.0 3 312 45.2
　10～12年 12 085 33.6 812 30.5 13 338 36.7 2 769 37.8
　13年以上 8 542 23.7 585 21.9 4 834 13.3 1 057 14.4
　その他/欠損 512 1.4 53 2.0 727 2.0 186 2.5
等価所得
　200万円未満 14 987 41.6 1 102 41.3 14 434 39.7 3 524 48.1
　200～399万円 13 584 37.7 933 35.0 11 546 31.8 1 557 21.3
　400万円以上 3 904 10.8 186 7.0 3 589 9.9 266 3.6
　欠損 3 548 9.9 446 16.7 6 781 18.7 1 977 27.0
疾病/症状
がん
　有 2 133 5.9 161 6.0 1 086 3.0 236 3.2
　無 33 890 94.1 2 506 94.0 35 264 97.0 7 088 96.8
心臓病
　有 5 208 14.5 407 15.3 3 420 9.4 791 10.8
　無 30 815 85.5 2 260 84.7 32 930 90.6 6 533 89.2
脳卒中
　有 719 2.0 55 2.1 258 0.7 39 0.5
　無 35 304 98.0 2 612 97.9 36 092 99.3 7 285 99.5
高血圧
　有 13 797 38.3 1 007 37.8 14 931 41.1 3 089 42.2
　無 22 226 61.7 1 660 62.2 21 419 58.9 4 235 57.8
糖尿病
　有 5 646 15.7 399 15.0 3 749 10.3 742 10.1
　無 30 377 84.3 2 268 85.0 32 601 89.7 6 582 89.9
高脂血症
　有 2 678 7.4 182 6.8 4 554 12.5 948 12.9
　無 33 345 92.6 2 485 93.2 31 796 87.5 6 376 87.1
骨粗鬆症
　有 374 1.0 34 1.3 4 016 11.1 954 13.0
　無 35 649 99.0 2 633 98.7 32 334 89.0 6 370 87.0
消化器疾患
　有 2 288 6.4 197 7.4 2 073 5.7 519 7.1
　無 33 735 93.7 2 470 92.6 34 277 94.3 6 805 92.9
嚥下障害
　有 206 0.6 18 0.7 156 0.4 42 0.6
　無 35 817 99.4 2 649 99.3 36 194 99.6 7 282 99.4
残存歯数
　20本以上 13 027 36.2 713 26.7 12 650 34.8 2 204 30.1
　19本以下 22 679 63.0 1 929 72.3 23 065 63.5 4 962 67.8
　欠損 317 0.9 25 0.9 635 1.8 158 2.2
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7.9％，独居群では男性87.9％，女性81.7％が
「食事は誰とすることが多いですか」という質
問に対して「ひとり」のみを選択していた（表
1）。
　世帯で層別化して孤食と食行動との関連を解
析した結果，男性では独居の場合（1.22；95％
CI：（95％信頼区間）0.91－1.64）よりも，同
居であるほうが欠食のAPRが高かった（3.52；
95％CI：3.06－4.04）（表 2）。女性でも同様
に独居の場合（1.20；95％CI：0.92－1.56）
よりも，同居であるほうが欠食のAPRが高かっ
た（2.56；95％CI：2.18－3.02）。野菜・果物
の低摂取頻度においても同様の傾向が認められ，
孤食は共食に比べて男性の独居では1.10倍
（95％CI：0.91－1.33），同居では1.57倍（95％
CI：1.45－1.70），女性の独居では1.07倍（95％
CI：0.92－1.25），同居では1.30倍（95％CI：
1.19－1.42），野菜・果物の低摂取頻度との関
連が認められた（表 2）。
　孤食と肥満との関連については，男性では同
居よりも独居であるほうが肥満との関連が強い

傾向があり，一方女性では独居よりも同居であ
るほうが肥満との関連が強い傾向が認められた
（表 3）。過体重では孤食との関連は認められ
なかった。低体重においては男性のみ同居群に
おいて孤食との有意な関連が認められた
（1.22；95％CI：1.02－1.45）。
　次に，世帯と食事状況の組み合わせで 4 群
（同居かつ共食，同居かつ孤食，独居かつ共食，
独居かつ孤食）をつくり，同居かつ共食を基準
として解析を行った（図 1）。その結果，男性
では独居であることが欠食および野菜・果物の
低摂取頻度と強く関連していることがわかった。
一方，女性では，同居しているにも関わらず孤
食となっているほうが独居で孤食よりも欠食や
低野菜・果物の低摂取頻度のAPRの値が大き
かった。肥満については，独居かつ孤食の男性
では同居で共食の男性に比較して1.34倍（95％
CI：1.02－1.78）肥満との関連が認められた。
一方，女性では同居かつ孤食群においてのみ肥
満との有意な関連が認められた（1.25；95％
CI：1.02－1.53）。低体重については，男性で

は世帯に関わらず孤食と低
体重との有意な関連が認め
られた（同居かつ孤食
1.22；95％CI：1.02－1.45，
独居かつ孤食1.24；95％
CI：1.06－1.45）。女性で
は低体重との有意な関連は
認められなかった。

表 2　世帯ごとの食事状況と欠食，野菜・果物の低摂取頻度との関連
APR（95％CI）

欠食2） 野菜・果物の低摂取頻度3）

男性 女性 男性 女性

同居
　共食 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準)
　孤食 3.52(3.06-4.04) 2.56(2.18-3.02) 1.57(1.45-1.70) 1.30(1.19-1.42)
独居
　共食 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準)
　孤食 1.22(0.91-1.64) 1.20(0.92-1.56) 1.10(0.91-1.33) 1.07(0.92-1.25)

注　1）　ポアソン回帰分析によるAPR（adjusted prevalence ratio）および95％信頼区間（95％CI）。
年齢，教育歴，等価所得，疾病の有無，残存歯数で調整

　　2）　欠食： 1日 2回以下
　　3）　野菜・果物の低摂取頻度： 1日 1回未満

表 3　世帯ごとの食事状況と肥満，過体重，低体重との関連
APR（95％CI）

肥満（BMI＞－30.0㎏／（ｍ）
2） 過体重（BMI＝25.0－29.9㎏／（ｍ）2） 低体重（BMI＜18.5㎏／（ｍ）2）

男性 女性 男性 女性 男性 女性

同居
　共食 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準)
　孤食 1.17(0.84-1.63) 1.24(1.01-1.53) 1.04(0.93-1.15) 1.01(0.93-1.11) 1.22(1.02-1.45) 0.93(0.82-1.06)
独居
　共食 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準) 1.00(基準)
　孤食 1.43(0.57-3.63) 0.84(0.59-1.19) 0.87(0.69-1.10) 0.96(0.83-1.11) 1.16(0.72-1.89) 1.03(0.85-1.24)

注　ポアソン回帰分析によるAPR（adjusted prevalence ratio）および95％信頼区間（95％CI）。年齢，教育歴，等価所得，疾病の有無，残存
歯数で調整
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Ⅳ　考　　　察

　日本の高齢者の孤食と食行動およびBMIとの
関連について世帯状況ごとに解析した本研究の
主な所見は，孤食が食行動に与える影響は男女
とも独居より同居において大きいことである。
また，世帯と食事状況を組み合わせた解析より，
男性では独居で孤食であることが欠食，野菜・
果物の低摂取頻度，肥満および低体重のリスク
となり，一方，女性では同居しているにも関わ
らず孤食であることが欠食，野菜・果物の低摂
取頻度および肥満のリスクとなる可能性が示唆
された。
　世帯状況の違いにより性差が認められた理由
として，男女の調理能力12）や栄養知識13）の違い
が挙げられる。例えば，同居男性は家族の誰か
に食事の用意をしてもらうことが可能だが，独
居男性は自分で食事の用意をしなければならな
い。そのため，独居男性は欠食や野菜・果物の
低摂取などの食行動に陥る可能性がある10）。ま
た，調理能力が低いことがファストフードのよ
うな簡便で不適切な食事選択を助長しているこ
とも考えられる。男性は健康という観点からよ
りも，感覚的な嗜好を優先して食を選ぶ傾向に
あることが報告されており14），野菜や果物を摂
取し，適切な栄養素を摂取するという意識が低
いのかもしれない。その他の要因としては，食
事をする環境（自宅か外食か），食材の調理・
調達方法（自宅で調理されたか，他の場所で調
理されたか）の違いが影響している可能性があ
る。孤食で独居の男性は外食（食事環境）や自
炊をしない（食材の調理・調達方法）ことが予
想されるため，男性は同居しているほうがより
よい食事を得られる。一方，女性は独居であっ
ても食事の準備に困ることはないため，社会的
孤独が健康に大きく影響する可能性が考えられ
る。たとえば，女性は家族の食事を準備するこ
とに社会的責任や使命感をもっており15），家族
と一緒に食事をすることに価値を見いだしてい
るため16），孤食が他者の面倒をみるといった女
性の感情的な満足感を剥奪してしまう可能性が

ある。そのため，同居であるにも関わらず孤食
となることは女性に一層孤独感をつのらせ，欠
食や野菜・果物の低摂取頻度を助長しているの
かもしれない。また，他者と同居することで，
家族との不仲がストレスとなり，肥満の一因と
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図 1 　 世帯および孤食状況と欠食，野菜・果物の低摂取頻度，
肥満，低体重の関連

注　1）　* P＜0.05同居かつ共食を基準
　　2）　ポアソン回帰分析によるAPR（adjusted prevalence ratio）

および95％信頼区間（CI）。年齢，教育歴，等価所得，疾病の
有無，残歯数で調整
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なっている可能性17）や少数だろうが重度要介護
状態の配偶者と同居しているために孤食となっ
ているケースも考えられる。
　男性において，孤食と低体重との間に有意な
関連が認められた。他者と一緒に食事をすると，
ひとりで食べる場合よりもエネルギー摂取量が
多くなることが報告されている。その理由は，
他者と食べることで食事時間が長くなり，それ
に伴い食べる量が増えることが考えられてい
る18）。しかしながら，低体重であることによっ
て孤食を助長しているという逆因果の可能性が
考えられるため注意が必要である。たとえば，
低体重者は食欲が低下し，その結果として他者
と食事を共にする機会を失っている可能性があ
る。そのため，低体重と孤食の関係については，
今後縦断研究によって明らかにしていく必要が
ある。
　本研究にはいくつかの限界が存在する。まず，
孤食の頻度について定量的な情報を得られてい
ない点である。今後の研究ではひとりで食べる
頻度についても検討し，用量反応関係を確認す
ることが望まれる。 2点目に，自記式質問票に
よる調査では体重および身長の過小・過大評価
の可能性がある点である19）。先行研究では，高
齢女性は実際の体重よりも0.6から1.2㎏少なく
見積もっており，高齢男性は0.5から1.9㎏少な
く見積もっていた20）-22）。70代の男性では身長を
3.1から4.3㎝，女性では2.9から4.5㎝高く見積
もっていた21）。 3 点目は，野菜・果物の摂取頻
度について，妥当性の検討がされていない単純
な 1項目の質問のみを用いている点である。 4
点目に，同居している家族構成を考慮していな
い点が挙げられる。誰と同居しているかによっ
て孤食が与える影響が異なることが考えられる
ため，今後検討していきたい。 5点目に，本研
究は横断研究のため因果関係を推定することが
困難である点が挙げられる。

Ⅴ　結　　　論

　大規模疫学調査の横断研究の結果より，日本
人高齢者における孤食と食行動およびBMIとの

関連を検討することができた。男性では，独居
で孤食であることが欠食，野菜・果物の低摂取
頻度，肥満および低体重のリスクとなる可能性
があり，一方女性では同居しているにも関わら
ず孤食であることがリスクとなる可能性が示唆
された。今後，独居者の増加が予想されている。
高齢化に伴う世帯状況の変化に介入することは
困難であるが，家族や友人，近隣の人をまきこ
んで共食を推奨することや，自治体でコミュニ
ティレストランを開催することは可能であるた
め，今後は孤食でなく共食を進めることが高齢
者の食行動や体重管理に効果的かもしれない。
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